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.本事例集の趣旨  

本事例集は、本協議会が今年度開催した意見交換会の状況を取りまとめたもので、今後の意見

交換会開催の参考とすることを目的として作成しています。 

 
.意見交換会の種類（例） . 
１ ワークショップ形式 

参加者は情報提供を受けた後、グループ内で意見交

換・討議を行い、その後、グループ発表、全体での意見

交換を行い、知識・理解を深める。 

(各グループに討議の進行役(ファシリテーター)を配置す

ることが望ましい） 
 

【プログラム例（所要時間：3時間30分）】 

開始からの時間 内容 

0:00 オリエンテーション･アイスブレイク※ 

0:15 情報提供（50分程度） 

1:05 グループワーク（60分程度） 

（グループ内で意見交換･討議し、グルー

プの考えや質問を模造紙にまとめる。) 

2:05 休憩 

2:15 グループ発表（20分程度） 

2:35 全体での意見交換（50分程度） 

（グループ発表の内容及び質問につい

て、情報提供者が回答する。その後、

追加質問があれば、参加者が自由に 

質問する。） 

3:25 アンケート記入・閉会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

<会場配置例> 
 

※アイスブレイク 

氷を溶かすように、参加者の緊張感

を和らげて、話しやすい雰囲気を作る

ためなどに行うもので、ゲーム形式な

ど様々な手法がある。 

 

 

２ サイエンスカフェ及びセミナー形式 

気軽な雰囲気の中で、専門家などがなるべく専門 

用語を使わないで情報提供を行い、参加者は質問カード

などを用いて質問や意見を自由に出し、情報提供者・参

加者間で相互に意見交換しながら、知識や視野を   

広げる。 

※参加者が茶菓を喫食しながら行うものをサイエンスカフェ、

茶菓の提供を行わないものをセミナー方式とする 
 

【プログラム例（所要時間：2時間）】 

開始からの時間 内容 

0:00 オリエンテーション 

0:10 情報提供（45分程度） 

0:55 質問カード記入・休憩 

1:10 意見交換（45分程度） 

（最初に質問カードの内容について情報

提供者が回答する。その後、追加質問

があれば、参加者が自由に質問す

る。） 

1:55 アンケート記入・閉会 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<サイエンスカフェ会場配置例> 
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意見交換会の開催の流れ（例）. 

◆事前準備 

１ 開催希望団体は、意見交換会開催希望連絡票（別紙１）を生活衛生課に提出する。 

・開催希望日の概ね２か月前までに提出すること。 

・未定の項目は空欄で提出し、必要に応じて生活衛生課に相談する。 
 

２ 生活衛生課は、開催希望団体と日程等を調整し、内容を決定する。 

（参加人数が少ない場合は、参加者の公募を検討する。） 
 

３ 開催の 3 日前までの参加人数がほぼ決定した時点で、開催希望団体は参加人数を生活衛生

課に連絡する。 

  ワークショップの場合は、グループワーク班編制表（別紙２）により班編成を行い、ファシ 

リテーターを設置する場合は、選定する。 
 

◆開催当日 

１ 開始1時間～15分前から会場設営を開始する。 

 （参加者が多い場合や会場が広い場合などには、マイクを使用することが望ましい。） 
 

２ 概ね開始30分前から参加者の受付を開始する。 

  ・ファシリテーターを設置する場合、打ち合わせを実施する。 

・サイエンスカフェ方式の場合、開始までに参加者に飲み物等の提供を行う。 

 
◆準備品について 

 開催当日に、必要に応じて以下の物を準備する。 

準備品 数 準備する者 

□パソコン １ 

生活衛生課もしくは開催希望団体 
□プロジェクター １ 

□スクリーン １ 

□延長コード １ 

□マイク ２ 
開催希望団体 

□ホワイトボード １ 

□配布資料 参加人数分 生活衛生課もしくは開催希望団体 

□ワークショップの場合   

 

 

 

 

 

模造紙 グループ数+α 

生活衛生課もしくは開催希望団体 

カラーマジック グループ数+α 

大判ポストイット グループ数+α 

セロテープ グループ数+α 

サインペン 参加人数分 

□サイエンスカフェの場合   

 

 

 

 

茶菓 参加人数分 開催希望団体 

質問用紙 参加人数分×３枚程度 

生活衛生課もしくは開催希望団体 サインペン 参加人数分 

セロテープ １ 
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令和６年度の意見交換会（まとめ） 

 

＜令和６年度の開催結果＞ 

意見交換会の開催回数 ３６回 

参加人数 ２,０９４人 

 

＜意見交換会一覧＞ 

No 形式 開催日 主催団体 参加人数 

１ 

セミナー 

R6.5.16 
山口県立大学 

２０ 

２ R6.10.17 ２３ 

３ R6.8.8. 下関保健所、下関市食品衛生協会 ２１ 

４ R6.8.23 
やまぐち農山漁村女性起業ネットワーク 

(共催：山口県) 
３８ 

５ R6.9.1 

山口県栄養士会 

(共催：山口県長寿社会課、 

山口県訪問介護事業所連絡協議会) 

４２ 

６ R6.12.11  

山口県地域消費者団体連絡協議会 

５２ 

７ R6.12.12 １９ 

８ R6.12.12 ３４ 

９ 

講習会 

R6.5.22 (一社)山口県調理師団体連合会 ８２ 

10 

R6.11.11 

(一社)山口県食品衛生協会 ５７ 

11 
(公社)日本食品衛生協会 

(共催：(一社)山口県食品衛生協会) 
３１ 

12 
講義・実習 

R6.5.30 
山口県教育委員会教育委員会 

(共催：(公財)山口県学校給食会) 
３８ 

13 R6.9.1 山口県栄養士会 ３２ 

14 
交流会 R6.6.8 生活協同組合コープやまぐち 

６１ 

15 ８８ 
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16

～

24 
体験学習 

R6.7.3～ 

12.9 

(公社)山口県畜産振興協会 

(共催：酪農乳業協会、開催校) 
８１９ 

25 R6.11.10 山口県PTA連合会 ２０ 

26 R6.11.16 山口県PTA連合会 ５０ 

27 

施設見学 

R6.11.27 
山口県生活衛生課 

(共催：食の安心コミュニティ活動リーダー 

食の安心モニター) 

６ 

28 R6.11.29 ９ 

29 R6.12.4 １７ 

30 

講演会 

R6.7.17 山口県立大学 ２３ 

31 R6.12.2 
山口県消費者団体連絡協議会 

(共催：山口県、山口市) 
２３０ 

32 

協議・会議 

R6.9.2～

R7.2.28 
山口県教育委員会 ３８ 

33 R6.9.12 中国四国農政局（事務局） １６ 

34 R6.12.12 山口県教育委員会 １０ 

35 イベント R6.10.16 生活協同組合コープやまぐち ２００ 

36 研修会 R6.11.20 山口県保育協会 給食委員会 １８ 
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意見交換会事例 

No.１、２ 

行事名 食の安心・安全講座 

形式 セミナー 

開催日時 
①令和６年５月１６日（木）１２:１０～１２：５０ 

②令和６年１０月１７日（木）１２：１０～１２：５０ 

場所 山口県立大学２号館 教室 

主催団体 山口県立大学 

活動内容 

大学祭（６月の水無月祭、１１月の華月祭）模擬店出店における

食中毒の予防についての講座を、学祭長・副学祭長・学祭実行委員

会模擬部署・模擬店出店団体の担当者が受講し、食中毒を防止する

ために留意すべき点、重要なチェックポイントなどを知ることを目

的として開催した。 

資料（正しい手洗い方法、地域行事における食品の調理提供に関

する衛生管理）をもとに、特に行事の際の食品提供における衛生管

理について説明していただいた。また、臨時出店の届出書記入につ

いてもご説明いただいた。説明後には、サークルの個別の相談会で、

どのような食材を使用したらいいかなど、具体的な内容まで相談に

乗っていただけたため、参加した模擬店出店団体の担当者にとって

も、有意義な機会となった。 

県の担当者が本学卒業生であったこともあり、学生たちには疑問

点を率直に聞いて、活動に繋げるための良い機会となった。 

参加人数 ①２０人 ②２３人 
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No.３ 

行事名 親子で学ぼう！食品衛生教室～ふぐ編～ 

形式 セミナー 

開催日時 令和６年８月８日（木） 

場所 下関市立唐戸保健センター栄養指導室 

主催団体 下関保健所、下関市食品衛生協会 

活動内容 

８月の食品衛生月間に小学生を対象とした親子食品衛生教室を

開催した。ふぐ処理師に協力を依頼し、ふぐ講座（ふぐの毒性や法

律について・下関の魚市場について・流通過程について・ふぐ処理

実演）、ふぐの鑑別及びクイズ、手洗い実習、ふぐ加工品の試食等を

行った。 

 

ふぐ処理師に協力を依頼したことで、ふぐ講座での話の内容やふ

ぐ処理実演等において、実物を見せながら非常に専門的な内容につ

いて伝えることができた。この点において保護者にも大変好評であ

った。また、手洗実習やクイズについても、手洗の大切さや食品衛

生の知識について楽しみながら十分理解してもらえた。 

参加人数 ２１人 

 
No.４ 

行事名 令和６年度やまぐち農山漁村女性起業交流・研修会 

形式 セミナー 

開催日時 令和６年８月２３日（金） 

場所 県農林総合技術センター大会議室 

主催団体 やまぐち農山漁村女性起業ネットワーク 

活動内容 

山口県農山漁村女性連携会議の構成団体の一つである「やまぐち

農山漁村女性起業ネットワーク」と県との共催により、農山漁村女

性起業家及び起業グループ、食品加工に関心のある女性農林漁業者

等を対象に交流・研修会を開催した。 

〈内 容〉 

(1) 講義「HACCP に沿った衛生管理について食品加工の基礎知識」 

       県生活衛生課食の安心・安全推進班 上原智加主任 

(2) 展示「６年度やまぐち農山漁村女性起業統一ブランド認定審

査会出品商品」 

参加人数 ３８人 
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No.５ 

行事名 「嚥下調整食実践」セミナー 

形式 セミナー 

開催日時 令和６年９月１日（日） 

場所 山口県総合保健会館 栄養指導室 

主催団体 
山口県栄養士会 

（共催：山口県長寿社会課、山口県訪問介護事業所連絡協議会） 

活動内容 

目的 嚥下機能低下による低栄養を予防するため、 

   嚥下機能別嚥下調整食を安全に調理できるよう 

   訪問介護員を対象に講演と調理実習を県下 3カ所で実施 

講義「嚥下量生食のポイントを知り調理技術を身につけよう」 

   講師：宇部フロンチア大学短期大学部 田辺 のぶか     

総菜やレトルト食品を使ったリメイクメニューの実習と試食 

  指導：山口県栄養士会 会員 

参加人数 ４２人 

 

No.６～８ 

行事名 巡回講座 サイエンスカフェ 

形式 セミナー 

開催日時 
①令和６年１２月１１日（水） 

②、③令和６年１２月１２日（木） 

場所 
①光市総合福祉センター あいぱーく光 ②山口県県政資料館 
③山陽小野田市厚狭地域交流センター 

主催団体 山口県地域消費者団体連絡協議会 

活動内容 

１．「健康食品、機能性表示食品とは」（60 分） 

 講師：山口県生活衛生課 職員 

２．「健康食品・機能性表示食品について学ぼう」（60 分） 

 講師：（公財）日本健康・栄養食品協会機能性食品部  

課長代理 服部 達也氏 

参加人数 ①５２人 ②１９人 ③３４人 
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No.９ 

行事名 ふぐ処理師準備講習会 

形式 講習会 

開催日時 令和６年５月２２日（水） 

場所 山口県総合保健会館 

主催団体 （一社）山口県調理団体連合会 

活動内容 
一般受講者、連合会会員受講者に対してふぐ処理師育成のため講

習会を開催。 

参加人数 ８２人 

 

No.10 

行事名 山口県食品衛生推進大会 

形式 講演会 

開催日時 令和６年１１月１１日（月） 

場所 ＫＤＤＩ維新ホール 

主催団体 （一社）山口県食品衛生協会 

活動内容 

消費者・営業者を対象とした講演会 

「食の安心・安全を守る取り組み ～ＨＡＣＣＰと食中毒予防

（ノロウイルス）～」をテーマに、食品の安全性と品質を保持する

ための手法であるＨＡＣＣＰについて、また、この手法を用いて家

庭でできる食中毒予防のポイントについて説明。（消費者・営業者間

のＨＡＣＣＰの重要性の共有） 

併せて、試験的にユーチューブ配信を実施。 

参加人数 ５７人 

 
No.11 

行事名 ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理等及び営業許可制度に関する講習会 

形式 講演会 

開催日時 令和６年１１月１１日（月） 

場所 ＫＤＤＩ維新ホール 

主催団体 （公社）日本食品衛生協会（共催：（一社）山口県食品衛生協会） 

活動内容 

食品関係営業者向け講演会 

食中毒予防を含め食品衛生上の危害の発生を防止するための仕

組みであるＨＡＣＣＰについて、その運用のポイントや導入のメリ

ットについて解説。 

参加人数 ３１人 
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No.12 

行事名 学校給食衛生管理指導者講習会 

形式 講義・実習 

開催日時 令和６年５月３０日（木） 

場所 山口県学校給食会 

主催団体 山口県教育委員会（共催：（公財）山口県学校給食会） 

活動内容 

１ 趣旨 

  衛生管理の指導的立場にある市町教育委員会、公立学校の学校

給食関係者、栄養教諭、学校栄養職員等を対象として、食中毒予

防対策等の必要な知識、実務的な対策方法を習得させ、衛生管理

に関する指導力向上を図ることを目的とする。 

２ 内容 

（１）講義「学校給食における衛生管理について」 

   講師：山口県教育庁学校安全・体育課 指導主事 

（２）講義「事例から学ぶ衛生管理について」 

   講師：山口県環境生活部生活衛生課 主任技師 

（３）講義・実習「食中毒防止の手洗いの重要性について」 

   講師：（一社）山口県薬剤師会 薬剤師 

参加人数 ３８人 

 

No.13 

行事名 「食から考える防災～食物アレルギーに配慮した炊き出しの実践」 

形式 講義・実習 

開催日時 令和６年９月１日（日） 

場所 山口県総合保健会館 栄養指導室 

主催団体 山口県栄養士会 

活動内容 

お話：アレルギー児を持つ母親 

調理実習：食物アレルギーに配慮した災害時炊き出し訓練」 

    調理実習・アレルギーに配慮した避難所の食事展示方法 

    炊き出し訓練・試食 

参加人数 ３２人 
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No.14、15 

行事名 コープふれあい米田植え体験交流会 

形式 交流会 

開催日時 令和６年６月８日（土） 

場所 ①萩市佐々波 長小野地区 ②山口市仁保 犬鳴公園付近 

主催団体 生活協同組合コープやまぐち 

活動内容 
田植え体験や生産者との交流を通し、地産地消を推進することと、

食の安心・安全につなげる 

参加人数 ①６１人 ②８８人 

 
No.16～24 

行事名 やまぐち畜産ふれあい体験学習会 

形式 体験学習 

開催日時 令和６年７月３日（水）～１２月９日（月） 

場所 小学校９校 

主催団体 （公社）山口県畜産振興協会（共催：酪農乳業協会、開催校） 

活動内容 

畜産や畜産物に対する理解・普及啓発を図るため、小学校で「子

牛とのふれあい」や「搾乳の模擬体験」、「手づくりバター作り」等

に加え、酪農家から牛の飼い方、牛乳を搾るまでの管理について説

明を受けた。 

牛の心音を聴診器で聴いた児童は、音の大きさに驚いたり、自作

のバターが美味しかったとの感想、給食では牛乳をしっかり飲みま

すという決意表明もあり、食べ物をいただくことの有難味を実感し

た様子 

＜参考＞ 

令和３年度 ５校 ３６７名、令和４年度 ７校 ４３８名 

令和５年度 ９校 ５９８名、令和６年度 ９校 ８１９名 

参加人数 ８１９人 
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No.25 
行事名 子育て親育て研修会 

形式 体験学習 

開催日時 令和６年１１月１０日（日） 

場所 愛宕コンプレックス 

主催団体 山口県ＰＴＡ連合会 

活動内容 
山口県養鶏協会に後援いただき、岩国市食生活改善推進員さんを

講師にお招きして親子料理教室を行う。 

参加人数 ２０人 
 

No.26 

行事名 ドリームチャレンジャー2024 

形式 体験学習 

開催日時 令和６年１１月１６日（土） 

場所 国立山口徳地青少年自然の家 

主催団体 山口県ＰＴＡ連合会 

活動内容 

県内で親子３０名を募集し国立山口徳地青少年自然の家の日暮

ケ岳にて登山を行った。提供する昼食を自然体験にふさわしいよう

に竹皮のおにぎりお弁当を準備した。 

参加人数 ５０人 
 

No.27～29 

行事名 食の安心コミュニティ活動リーダー・食の安心モニター合同研修会 

形式 施設見学 

開催日時 
①令和６年１１月２７日（水） ②令和６年１１月２９日（金） 

③令和６年１２月 ４日（水） 

場所 
①アルク防府店 ②山口農協直販株式会社 精米センター 
③コープやまぐち ここと宇部店 

主催団体 
山口県生活衛生課 

（共催：食の安心コミュニティ活動リーダー、食の安心モニター） 

活動内容 

目的  

食の安心コミュニティ活動リーダー及び食の安心モニターの活

動の推進に資するため、食品関連事業者との意見交換を通じて食の

安心・安全に向けた取組についての理解を深める。 

内容 

 食品関連事業者から、食の安心・安全に向けた取組について講義

を受けた後、スーパーのバックヤードや精米センターの工場ライン

を見学させていただいた。その後、質疑応答を行い、より深い知識

を得ることができた。 

参加人数 ①６人 ②９人 ③１７人 
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No.30 

行事名 やまぐち県政出前トーク 「食の安心・安全」 

形式 講演会 

開催日時 令和６年７月１７日（水） 

場所 山口県立大学５号館 C301 教室 

主催団体 山口県立大学 

活動内容 

生協学生委員は、大学生協活動を推進する学生たちである。生協

食堂において盛り付けなどのアルバイトをする場合もある。本学の

栄養学科学生以外は、食の安心・安全に関する専門的な講義を受け

ることもないため、基本的な知識を身につけることが必要であると

考え、この出前トークを依頼した。 

当日は、大学の卒業生でもある環境生活部 生活衛生課 食の安

心・安全推進班 山本倫也主任から、食中毒防止のための方策、留

意点などについてパワーポイントを用いた解説をしていただいた。 

さらに、栄養学科学生には食品衛生監視員の任用資格を取得し、

県や国などの衛生監視業務に就く者もあるため、県の食品衛生監視

員の仕事についての紹介も併せてお話しいただいた。 

参加人数 ２３人 

 
No.31 

行事名 ５０回消費者大会（記念講演） 

形式 講演会 

開催日時 令和６年１２月２日（月） 

場所 山口県総合保健会館 

主催団体 山口県消費者団体連絡協議会（共催：山口県、山口市） 

活動内容 

記念講演として、野菜ソムリエ上級プロの西川満希子氏をお招き

し、「持続可能な未来のために～ヤサイコトバに秘められたメッセ

ージ」と題し、地産地食やもっと野菜を身近に摂れるよう簡単なレ

シピや野菜の効能などについて学ぶ事が出来ました。 

大会では、ＪＡ山口県女性部の協力で、山口県内の各地域から採れ

た新鮮や野菜を出席者全員にプレゼントしました。 

参加人数 ２３０人 
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No.32 

行事名 学校給食の衛生管理等に関する調査研究―指導者派遣― 

形式 協議・会議 

開催日時 令和６年９月２日（月）～令和７年２月２８日（金） 

場所 
防府市立小野学校給食共同調理場、岩国市立麻里布小学校、 

新下関学校給食センター、萩市立萩東中学校 

主催団体 山口県教育委員会 

活動内容 

１ 目的 

文部科学省委嘱事業により、「学校給食衛生管理基準」等の趣

旨の徹底を図るため、都道府県教育委員会の指導主事、退職栄

養教諭・学校栄養職員等を衛生管理に関する指導者として学校

給食施設へ派遣し、同基準施行後の状況調査を行うとともに、

衛生管理の徹底を図るための改善指導を行うことを目的として

実施する。 

 

２ 内容 

（１）給食調理実施状況立会調査 

（関係書類、調理作業等の確認を含む） 

（２）学校給食の試食 

（３）市町教育委員会及び各施設担当者との協議 

参加人数 ３８人 

 
No.33 

行事名 令和６年度山口県食品表示監視協議会 

形式 協議・会議 

開催日時 令和６年９月１２日（木） 

場所 山口地方合同庁舎１号館３階テレビ会議室 

主催団体 中国四国農政局（事務局） 

活動内容 

年１回の開催を基本とし、構成員からの報告及び意見交換を行い 

構成員が所管する法律等の相互理解を深め、連携強化を図ってい

る。 

参加人数 １６人 
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No.34 

行事名 学校におけるアレルギー疾患対応委員会 

形式 協議 

開催日時 令和６年１２月１２日（木） 

場所 山口県庁 

主催団体 山口県教育委員会 

活動内容 

１ 目的  

アレルギーを有する児童生徒が、安全かつ安心して学校生活を 

送ることができるよう、学校におけるアレルギー疾患の対応体 

制の充実及び事故防止に寄与することを目的とする。 

 

２ 協議内容 

（１）緊急時対応事案について 

（２）ヒヤリハット事例について 

（３）関係各所へのフィードバックについて 

（４）学校におけるアレルギー疾患対応マニュアルの見直しについて  

参加人数 １０人 

 

No.35 

行事名 山口米食べ比べイベント 

形式 イベント 

開催日時 令和６年１０月１６日（水） 

場所 コープやまぐち ここといずみ店 

主催団体 生活協同組合コープやまぐち （共催：ＪＡ山口県） 

活動内容 

山口米を通して生産者と消費者がつながることを目的に、山口県

産米「恋の予感」、「日の光」、「コシヒカリ」の３種類を試食、投票

してもらいました。投票参加者にはお米２合プレゼント。 

参加人数 ２００人 

 
No.36 

行事名 第二回給食委員会 

形式 研修会 

開催日時 令和６年１１月２０日（水） 

場所 セントコア山口 

主催団体 山口県保育協会 

活動内容 
①山口県保育協会 衛生管理点検表の見直し 

②衛生研修会 ホシザキ中国 木戸 光栄 氏 

参加人数 １８人 

 


